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【学校から】⑫保護者の評価は、昨年度とほぼ変わらない。児童の「４」が１０％
ほど上昇しており、評価が大きく向上している。一方で、教職員による「４」の評
価が１０％ほど下がっている。「３」の数値は変わっていないことを考えると、
「子どもたちをより安全な環境で学習させたい」という教職員の思いが強く表れて
いると考えられる。校舎や施設の老朽化も進んでいるが、今後も全職員で営繕・管
理に取り組んでいく必要がある。

【学校から】⑪児童・教職員の「４」「３」の数値が大幅に上昇している。特に児
童は９０％を超えており、学校で進めている安全教育が浸透してきていると考えら
れる。一方で、保護者の回答は昨年度とほとんど変わっていない。家庭へのお知ら
せがまだ行き届いていないと考えられる。来年度に向けて、児童への指導は継続し
つつ、家庭へのさらなるお知らせが必要である。

①子どもたちの身近な安全対策の充実

【学校から】⑮保護者・児童・教職員すべて「４」「３」の割合が96％～100％に達している。多くの児童・保護者が、安心して楽しく学校生活を送っていると実感できていると考えられる。ただし、「2」の割合が保護者2％、児童4％であった。日々の教育
実践や毎月のなかよしアンケートなどでその理由や実態をしっかり把握し、対応していくことが大切である。学級や学校に自分の居場所があり、学校に行くことが楽しみと児童が答えることができるよう努めていきたい。⑯「4」「3」と回答している割合
が、児童・教職員で80％を切っており、3者とも他の項目より評価が低い。本校の課題としてとらえ、家庭と学校がさらに連携して保健教育を進め、健康的な生活を実践できる児童の育成を目指したい。⑰児童のあいさつに対する「４」「３」の評価は、前
年度の８６％から８3％へやや下降している。一方、保護者の「４」「３」の評価は前年度87％から３ポイント上がり90％であった。多くの児童があいさつについて、その目的をしっかり考えあいさつをしようとする自覚や意識が高まったと考えられる。し
かし、心的要因からあいさつがしたくてもできない児童や相手の立場に立ったあいさつが難しい児童がいることをしっかり受け止め、道徳で心情面を養い、特別活動でその方法を学習するようにしたい。そして、教職員があいさつの励行を継続して行うこと
で更なるあいさつの推進が図れると考える。

【学校から】⑬教職員、児童ともに、昨年度比で「４」「３」の割合が１％増え、教職員は１００％である。教育方針がわかりやすく、目標が全職員に共有化され、保護
者には学校ＨＰ、学校便り、学年・学級便り、懇談会等で最新・適時の情報発信や周知に努めた成果だと考える。児童には、学校生活での実践の場と関連付け、今後も学
年に応じた指導を重ねていきたい。⑭保護者については、昨年度比「４」「３」の割合が９０％とほとんど変わっていない。「２」が９％、「１」が１％と不十分と感じ
ている保護者もいる。教職員は、昨年度「４」が１００％だったが、今年度は「４」５０％、「３」５０％であった。今年度は授業参観や学級懇談会の実施が難しいの
で、児童の様子や担任の思いを伝える場が減っている。必要に応じて電話連絡・連絡帳・面談で連携を取り、保護者の気持ちをしっかりと受け止め、保護者のニーズに
合った教育活動の推進にさらに力を入れていきたい。

学校は、支援を必要とする子どもの教育について、
共通理解を図りながら取り組んでいると思います
か。

②特別支援教育の推進

【学校から】④児童の「４」と「３」を合わせた評価が昨年と比較して横ばいで９３％、保護者の「４」と「３」を合わせた評価も横ばい９３％であった。「１」の評価は児童、保護者とも０％だったことから、コロナ禍においても
継続した学びにつながっていると考える。⑤児童の「４」と「３」を合わせた評価が９４％、保護者の「４」と「３」を合わせた評価が９７％、教師の「４」と「３」を合わせた評価が１００％であった。コロナ禍で通常の学びが難
しい点もあるが、校内研修の「主体的・対話的で深い学びのある授業づくり」のテーマのもと、タブレット端末などによる学び合いを通して、今後も分かる授業づくりを努力していきたい。⑥今年度は、保護者の活用に関わる意識が5
ポイント上昇、教職員の「２」以降の評価が0になっており、全体的に意識は向上が見られる。しかし、児童は「４」の割合が低下し「３」が増加している。これらは、新型コロナウイルス感染症のための臨時休校時に、3年生以上は
遠隔授業を行い、１・２年生においては6月からの活用と対応の差が現れたものと考えている。

子どもは、あいさつができていると思いますか。

【学校から】⑦今年度も保護者・児童ともに「４」「３」の評価が８０％を超えて
おり、健康的な食事・運動・休養への取組が進められている。教職員は、「４」
「３」の評価が９４％から７７％になり１７％下がっている。コロナ感染症予防の
ため、体育の授業への制限があり、運動量の確保が十分ではなかったこと、昨年度
より取り組んできた「ＳＮＳやテレビや動画、スマホの時間などの見直し」が今一
歩だったこと等が要因だと考えられる。

【学校から】⑧昨年度比で児童は「4」の割合が65％から60％と5％減っているが、「3」の割合が30％から37％と、7％増えており、「４」「３」の割合が全体でも97％（昨年95％）に達している。よさを認められていると実感できている児童が確実に増加し
ていると考えられる。保護者も「４」「３」の割合が93％に達している。今後も児童が主体的に活躍し、認められる場をつくり、自尊感情を高め、保護者にもさらに児童のよさを伝えるよう努めていきたい。⑨いじめや問題行動に対する児童及び保護者の
「４」「３」の評価は、９7％、89％と前年度と比べほぼ同数値であった。多くの児童・保護者に肯定的に捉えられていると考えるが、3％の児童、１0％の保護者が今一歩と感じていることを真摯に受け止め、いじめを許さない学級集団づくりに心がけると
ともに、いじめや問題行動の解決に向け、迅速な対応、教育相談など丁寧な連絡を行っていく。⑩「４」「３」の割合が、保護者96%、教職員100%となっており、個に応じたきめ細やかな支援や組織としての支援体制が充実していると考える。昨年比で「1」
「2」と不十分に感じている保護者も6%とやや減っているが、保護者のニーズに応じた支援体制の充実を心がけていきたい。

①いじめ不登校などに対する相談支援体制の充実

令和2年度　自己評価書・学校関係者評価書

子どもは、好き嫌いなく食事をし適度な運動と十分
な睡眠に気をつけて生活していると思いますか。

③健やかな体を育む教育の推進

①豊かな心をはぐくむ教育の推進

②確かな学力を育む教育の推進

学校は、豊かな人間性を育む心の教育の充実に努め
ていると思いますか。（礼儀、生命尊重，思いやり
など）

【学校から】➀昨年度比で、「４」と「３」を合わせた割合が保護者で２％高くなっている。一人一人を大切にした指導や対応については、全校で児童の頑張りやよさを紹介する「たけのこカード」に取り組んだり、学年に応じて友
達のいいところさがし等に取り組んだりしている。②昨年度比で「４」「３」を合わせた割合が保護者で４％高くなっている。今年度は、コロナ禍ということもあり、遊びやコミュニケーションを図るような活動に制限があり、仲間
づくりが難しい面もあった。しかし、日常生活での観察、毎月のアンケート等、児童の実態把握に努め、児童が友達となかよく関われるよう配慮してきた。児童会企画の「やさしさの木」には、友達の優しさにふれ、うれしかったこ
とや感謝の気持ち等を紹介し、思いやりの心を全校に広げている。③昨年度とほぼ変わらない割合であった。今年度は特に、コロナ関連の人権学習に取り組んでいる。保護者へは、道徳授業の学習内容や児童の感想等、授業の様子を
学校だより、学年、学級通信等で伝えてきた。児童は、挨拶運動、落ち葉拾いボランティア等に進んで取り組み、学校教育全体を通して、道徳教育が推進されている。

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対応
ができていると思いますか。

子どもは、友だちとなかよくしていると思います
か。

⑧本校の教育

学校関係者評価

③家庭・地域社会との連携強化

先生方は、わかる授業、楽しい授業づくりに努めて
いると思いますか。

子どもは、意欲的に授業に取り組んでいると思いま
すか。

学校の施設・設備は、安全でよく整備・管理されて
いると思いますか。

②最適な学習環境の整備

先生方は、子どものよさを見つけ、子どもを理解し
ようと努めていると思いますか。

学校は、家庭や地域と連携・協力しながら教育活動
を進めていると思いますか。

〇全体的に学校の目標である「学校が楽しい・好き」について、児童、保護者、教職員全てが１００％に近いことはすばらしい。特に今年度、年度初めの学校休校となった中でのこの数値は、児
童、保護者、教職員皆が学校の目標等の共通理解をしていた結果だと思う。「合い・愛通信」の学校便りにより、学校の思い等が保護者にも伝わり安心して学校生活を見守ることができる方向に進
んでいると感じる。
〇児童に接する教職員の姿勢に愛情を感じる。児童もしっかりとした考えを持っていると思う。楽しく安心できる環境の中ですくすくと成長していることは嬉しい。今後も、綿密な計画のもと、心
豊かな児童が育っていくことを心より願っている。
〇学校指定物品検討委員会にも参加したが、児童の意見を反映する取組や検討委員会での児童の応答はすばらしい。自分たちの身近な事柄や環境について、今までおとなが当たり前に決めていたこ
とに向き合って目を向け、問題解決を図り、コミュニケーション能力を育成することも春竹小学校の先進的な取組として進めていくことを望む。
〇コロナ禍の影響で生活リズムを整えることが難しかったと思うが、これまでの評価を踏まえて教育活動の計画と実践がされていると思う。
〇早寝、早起き、朝ごはんを基本とした生活習慣づくりが必要である。
〇児童のタブレットの使い方（時間や内容）については、今後工夫した対応をお願いしたい。
〇児童と教職員の評価に差がある部分は考察が必要である。
〇一人一人を大切にする教育は高い数値だが、アンケートでは見えにくい支援が必要な部分は、学校とともに地域で社会参加に向けた学びを図ることが大切と思う。
〇特別支援教育の推進、インクルーシブ教育システムの構築は人的環境もないと難しい。教職員の労働環境を鑑みると人的配置の充実が必要と思う。

来年度の具体的な取り組みについて
〇学校教育活動の様々な場面で、教職員全体で情報を共有しながら児童理解に努めていく。1月から児童の欠席連絡はメールによる連絡もできるようになった
が、これまでのように電話による確認・家庭訪問等を継続していく。「一人一人の尊重」については教職員と保護者、児童との意識に少し差があるので、学校
での学習の様子や児童の様子等を学校だより、学年、学級通信等、様々な機会を通して、児童の姿を積極的に保護者へ伝えていくようにしたい。
〇児童一人一台タブレットが使用できるようになったので、それを活用しながら学習意欲を高め、学び合いを通して学力充実を図っていくが、ＩＣＴの活用と
並行して情報モラルの学習も学年に応じて充実していく必要がある。教職員のＩＣＴ活用は、新型コロナ感染症対策のための休校中にオンライン授業等で進ん
だ。12月のZoomによる学級懇談は参加者数が昨年度より増加したので、ＩＣＴ活用による効果を次年度検証する必要がある。
〇児童と保護者、教職員も早寝・早起き:朝ごはんができていないと回答していて、基本的な生活習慣の改善が必要である。今年度開催ができなかった学校保健
委員会で「ＳＮＳや動画、スマホ、タブレット端末時間の見直し」を児童とともに振り返り、学校・家庭・地域が連携を深める必要を教職員は感じている。対
面でなくても双方向のやり取りがとれる機会や手段を考えていく。

先生方は、ICT機器を活用してわかりやすい授業づ
くりに努めていると思いますか。

子どもは、「早寝・早起き・朝ご飯」ができている
と思いますか。

子どもは、楽しく学校生活を過ごしていると思いま
すか。

学校は、子どもの事故防止などの安全教育に取り組
んでいると思いますか。

学校は、家庭や地域と連携・協力しながら教育活動
を進めていると思いますか。

学校では、いじめや問題があったとき、すぐに話を
聞いて対応していると思いますか。
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